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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年5月21日(2020.5.21)

【公表番号】特表2019-518860(P2019-518860A)
【公表日】令和1年7月4日(2019.7.4)
【年通号数】公開・登録公報2019-026
【出願番号】特願2019-515771(P2019-515771)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  33/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2018.01)
   Ｂ２９Ｃ  64/118    (2017.01)
   Ｂ３３Ｙ  70/00     (2020.01)
   Ｂ３３Ｙ  80/00     (2015.01)
   Ｂ３３Ｙ  10/00     (2015.01)
   Ｂ２９Ｃ  64/295    (2017.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   33/06     　　　　
   Ｃ０８Ｌ  101/12     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/00     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   64/118    　　　　
   Ｂ３３Ｙ   70/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   80/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   10/00     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   64/295    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月10日(2020.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　材料押出積層造形に用いるためのアクリルアロイ組成物であって、
　該アクリルアロイ組成物が、
Ａ．ポリマーマトリックスブレンド
を含み、
　このポリマーマトリックスブレンドが、
　１）５０，０００～３００，０００ｇ／モル、好ましくは７５，０００～１５０，００
０ｇ／モルの重量平均分子量を有する１種以上のアクリルポリマー；
　２）５～６０重量％、好ましくは９～４０重量％の、前記アクリルポリマーと適合性、
半混和性又は混和性である１種以上の低粘度ポリマー（この低粘度ポリマーは、ＡＳＴＭ
法Ｄ１２３８によって２３０℃／１０．４ｋｇ力において測定した時に１０ｇ／１０分を
超える、好ましくは２５ｇ／１０分を超えるメルトフロー速度を有する）；
　ｃ）随意としての、０～６０重量％、好ましくは９～４０重量％の、耐衝撃性改良剤：
を含み、
　ここで、該アクリルアロイ組成物が、ＡＳＴＭ法Ｃ９６５に従って回転粘度計によって
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測定して、２３０℃の温度において１００，０００Ｐａ・秒未満、好ましくは１０，００
０Ｐａ・秒未満、より一層好ましくは５０～１，０００Ｐａ・秒の１秒-1の剪断における
粘度を有し、且つ、１００秒-1の剪断速度において２３０℃の温度で２０～２，０００Ｐ
ａ・ｓ、好ましくは２５～１，０００Ｐａ・ｓ、より一層好ましくは３０～５００Ｐａ・
ｓの粘度を有する、前記組成物。
【請求項２】
　前記アクリルポリマーが５００，０００ｇ／モル超の重量平均分子量を有するポリマー
を５重量％未満、好ましくは２重量％未満含有する、請求項１に記載のアクリルアロイ組
成物。
【請求項３】
　２種以上の異なるアクリルポリマーを含む、請求項１に記載のアクリルアロイ組成物。
【請求項４】
　前記ポリマーマトリックスブレンドがＡ１）の５０，０００～３００，０００ｇ／モル
の重量平均分子量を有するアクリルポリマーを１種含み、第２のアクリルポリマーが低粘
度ポリマーＡ２）である、請求項３に記載のアクリルアロイ組成物。
【請求項５】
　前記アクリルポリマーがメタクリル酸メチルモノマー単位を少なくとも６０重量％、好
ましくは７０～９９．５重量％含む、請求項１に記載のアクリルアロイ組成物。
【請求項６】
　前記低粘度ポリマーが５０，０００未満の重量平均分子量を有する低分子量アクリルポ
リマーである、請求項１に記載のアクリルアロイ組成物。
【請求項７】
　前記低粘度ポリマーがアクリルポリマーではなく、ポリエステル、セルロースエステル
、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプ
ロピレングリコール、スチレン－アクリロニトリルコポリマー、ポリ塩化ビニル、ポリ酢
酸ビニル、ポリビニルアルコール、エチレン－酢酸ビニルコポリマー、オレフィン－アク
リレートコポリマー、オレフィン－アクリレート－無水マレイン酸コポリマー、ポリフッ
化ビニリデン及び無水マレイン酸－スチレン－酢酸ビニルコポリマーより成る群から選択
される、請求項１に記載のアクリルアロイ組成物。
【請求項８】
　前記ポリエステルがポリ（ブチレンテレフタレート）、ポリ（エチレンテレフタレート
）、ポリエチレンテレフタレートグリコール及びポリ乳酸より成る群から選択される、請
求項７に記載のアクリルアロイ組成物。
【請求項９】
　前記低粘度ポリマーがポリ乳酸である、請求項８に記載のアクリルアロイ組成物。
【請求項１０】
　前記セルロースエステルがセルロースアセテート、セルローストリアセテート、セルロ
ースプロピオネート、セルロースアセテートプロピオネート、セルロースアセテートブチ
レート及びセルロースアセテートフタレートより成る群から選択される、請求項７に記載
のアクリルアロイ組成物。
【請求項１１】
　前記耐衝撃性改良剤がハードコア型コア－シェル耐衝撃性改良剤である、請求項１に記
載のアクリルアロイ組成物。
【請求項１２】
　該組成物が透明であり、該組成物から圧縮成形によって成形した厚さ２ｍｍのプラック
が、ＡＳＴＭ法Ｄ１００３に従って測定した時に、８０％超、好ましくは９０％超、特に
好ましくは９２％超のトータル白色光透過度を、１０％未満、好ましくは４％未満の曇り
度と共に有する、請求項１に記載のアクリルアロイ組成物。
【請求項１３】
　前記耐衝撃性改良剤がアクリルマトリックスポリマーと屈折率整合し、前記コア－シェ
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ル粒子の屈折率がマトリックスポリマーアロイの０．０３単位以内、好ましくは０．０２
単位以内である、請求項１に記載のアクリルアロイ組成物。
【請求項１４】
　粉体、ペレット又はフィラメントの形にある、請求項１に記載のアクリルアロイ組成物
。
【請求項１５】
　フィラー、炭素繊維、ミルド炭素繊維、カーボンパウダー、カーボンナノチューブ、ガ
ラスビーズ、ガラス繊維、ナノシリカ、クレー、ナノクレー、アラミド繊維、ポリアリー
ルエーテルケトン繊維、ＢａＳＯ4、タルク、ＣａＣＯ3、グラフェン、ナノファイバー、
中空球体、染料、着色剤、顔料、金属粒子、金属フレーク、乳白光染料、蛍光染料及びそ
れらの混合物より成る群から選択される１種以上の添加剤をさらに含む、請求項１に記載
のアクリルアロイ組成物。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれかに記載のアクリルアロイ組成物を用いて材料押出積層造形法
によって製造されたアクリル物品。
【請求項１７】
　次の特性：
ａ）ＡＳＴＭ法Ｄ６３８によって測定して１０％超、好ましくは２０％超の引張伸び、
ｂ）８５％超、好ましくは９０％超、特に好ましくは９５％超の充填密度、
ｃ）ＡＳＴＭ法Ｄ６３８によって測定した時に３５ＭＰａ超の降伏応力、
ｄ）ＡＳＴＭ法Ｄ１００３を用いて厚さ２．１ｍｍのサンプルに対して測定した時に、５
０％超、好ましくは６０％超、より一層好ましくは６５％超の透過度
の内の１つ以上を有する、請求項１６に記載の物品。
【請求項１８】
　請求項１～１５のいずれかに記載の組成物を含む３Ｄプリンティング用フィラメントで
あって、１０フィートの長さの間での直径の変化が±５％未満である、前記フィラメント
。
【請求項１９】
　同時押出された多相フィラメントである、請求項１８に記載のフィラメント。
【請求項２０】
　前記多相フィラメントが該相の内の１つとして特殊効果組成物を含む、請求項１８に記
載のフィラメント。
【請求項２１】
　押出積層（３Ｄ）アクリル製品を形成させる方法であって、
・３Ｄプリンターのソフトウェアを、前記物品のプリンティングのための設定体積流量お
よびライン間隔にプリセットする工程；
・請求項１～１５のいずれかに記載のアクリルアロイ組成物をフィラメント、ペレット又
は粉体の形で前記３Ｄプリンターに供給する工程；
・前記プリンターによる前記アクリルアロイ組成物の溶融物を加熱ノズルに供給する工程
；
・前記アクリルアロイ組成物溶融物を、前記ソフトウェアにより設定されたライン間隔お
よび流量で設定位置に堆積させて、物品を形成させる工程：
を含む、前記方法。
【請求項２２】
　前記流量及び／又はライン間隔が１～１０％の余剰を示す、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ノズルを１９０℃～２５０℃の範囲、好ましくは２１０℃～２４０℃の範囲に加熱
する、請求項２１に記載の方法。
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